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１   男女平等に関する 意識について 

 

 

 

 

 

＜図１ ＞ 男女の地位の平等感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 政治】、【 社会通念や風潮】、【 社会全体】 で男女と も 不平等感が強く なっ ていま す。  

「 平等になっている 」 はすべての分野で男性が女性を 上回っていま す。「 平等になっ ていな

い」 はすべての分野で女性が男性を 上回っ ていま す。     （ 図１ ）  
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＜図２ ＞ 時系列比較（ 抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 社会通念や風潮】 は男女と も 「 平等になっ ていない」 が５ 割以上を占める よ う になって

いま す。  

【 職場】 は、 男女と も 「 平等になっ ていない」 が減少傾向にあり 、「 平等になっ ている 」 が

増加傾向にあり ま す。  

【 家庭生活】 は女性で「 平等になっ ていない」 が４ 割弱～４ 割台後半で推移し ていま す。  

（ 図２ ）  
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＜図３ ＞ 性別役割分担意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図４ ＞ 時系列比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《 同感し ない（ 合計）》 は女性で61. 7％、 男性で53. 7％と なっており 、 女性が男性よ り 8. 0ポ

イ ン ト 高く なっ ていま す。        （ 図３ ）  

令和２ 年度と 比較する と 、《 同感し ない（ 合計）》 は男女と も に減少し ていま す。  （ 図４ ）  
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２   家庭生活・ 子育てについて 

 

 

 

 

 

 

 

＜図５ －１ ＞ 家庭生活での役割分担（ 令和２ 年度調査と の比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 次ページへ続く  → ）  

８ つの分野についての家庭における 役割分担は【 生活費の確保】 は男女と も に「 主と し て

男性」 が最も 高く なっ ていま す。「 主と し て女性」 について男女の意識の乖離が大き い項目は

【 自治会、 Ｐ Ｔ Ａ 活動】 と なっ ており 、 女性は４ 割台後半（ 46. 3％）、 男性は２ 割台後半

（ 26. 4％） と 女性が男性よ り 19. 9ポイ ン ト 高く なっ ていま す。  

令和２ 年度調査と 比較する と 、【 家計の管理】 は男性では「 主と し て女性」 が6. 3ポイ ン ト

減少し ていま す。       （ 図５ －１ 、 図５ －２ ）  
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＜図５ －２ ＞ 家庭生活での役割分担（ 令和２ 年度調査と の比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（  ← 前ページから 続く ）  
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＜図６ ＞ 子育てへのかかわり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図７ ＞ 子育てへのかかわり が十分でない原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 本人】【 配偶者・ パート ナー】 の子育てへのかかわり について、 男女と も に≪十分である

（ 合計） ≫が≪十分でない（ 合計） ≫を 上回っ ていま す。 女性は【 配偶者・ パート ナー】 の

子育てへのかかわり について３ 割台後半（ 36. 1％） が十分でないと 考えていま す。 男性も ３

割台半ば（ 34. 9％） が【 本人】 の子育てへのかかわり が十分でないと 考えていま す。（ 図６ ）  

子育てへのかかわり 方が十分でない原因は、 男女と も に【 本人】【 配偶者・ パート ナー】 で

は「 仕事が忙し すぎる （ 忙し すぎた） ため」 が最も 高く なっ ていま す。      （ 図７ ）  
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３   男女の就業・ 仕事について 

 

 

 

 

 

 

＜図８ ＞ 女性の働き 方の理想と 現実（ 結婚経験のある 女性）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 結婚経験のあ る 女性、 かつ理想と 現実のど ちら も 回答し ている 方のみで集計し ていま す。  

※2 基数が不足し て いる ため、 無職型は参考扱いと し て いま す。  

※3 説明を 簡略化する ため、 以下のよ う に選択肢を 再定義し ていま す。  

※4 最も 割合の高い項目を 太枠で囲んでいま す。  

再定義した選択肢 本来の選択肢 

就業継続型 結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける 

フルタイム再就職型 子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける 

パートタイム再就職型 子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける 

中途就職型 結婚後または子育て終了時から仕事をもつ 

出産退職型 こどもができるまでは仕事をもち、こどもができたら家事や子育てに専念する 

結婚退職型 結婚するまで仕事をもち、結婚後は家事などに専念する 

無職型 仕事はもたない 

結婚経験のある 女性のう ち、「 就業継続型」 を 希望する 人は現実でも ３ 割台後半が「 就業継

続型」 と し て働いていま す。「 フ ルタ イ ム 再就職型」 で希望ど おり 働いている 人は２ 割強で、

３ 割弱が「 パート タ イ ム 再就職型」 と し て働いていま す。「 パート タ イ ム 再就職型」 は４ 割台

前半が希望ど おり 働いていま す。           （ 図８ ）  
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＜図９ ＞ 女性が結婚・ 出産後も 退職せずに働き 続ける ために重要なこ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図10＞ 女性が結婚や出産のために退職し 、 その後再就職する ために重要なこ と   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚・ 出産後も 退職せずに働き 続ける ために「 と ても 重要」 と 考えている のは、 女性は【 配

偶者・ パート ナー（ 男性） の理解や家事・ 育児など の分担・ 協力】 が最も 高く なっ ていま す。

男性は【 健康を保持する 】 が最も 高く なっ ていま す。      （ 図９ ）  

結婚や出産のために退職し 、 その後再就職する ために「 と ても 重要」 と 考えている のは、 男

女と も に【 家族の理解や家事・ 育児など の分担・ 協力】 が最も 高く なっていま す。   （ 図10）  
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４   男女の社会参画について 

 

 

 

 

＜図11＞ 地方自治体など の施策への女性の意見・ 考え方の反映度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図12＞ 女性の意見や考え方が反映さ れていない理由（ ３ つま で複数回答）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性は４ 割台前半（ 40. 3％） が≪反映さ れている （ 合計） ≫と し ていま すが、 女性は２ 割台

後半（ 26. 6％） にと ど ま っ ていま す。       （ 図11）  

女性の意見や考え方が反映さ れていない理由と し ては、「 男性の意識、 理解が足り ない」、

「 社会のし く みが女性に不利」、「 女性議員が少ない」 が高く なっていま す。       （ 図12）  
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＜図13＞ ポジティ ブアク ショ ンに対する 考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ポジティ ブアク ショ ンと は  

男女の不平等を是正する ため、 女性があま り 進出し ていない分野で一時的に女性の優先枠を 設け

る など し て、 男女の実質的な機会の均等を確保すべき である と いう 考え方です。   

 

 

 

 

＜図14＞ 強く 存在する と 思う 男性特有の負担感や生き づら さ  

 

  

ポジティ ブアク ショ ン（ ※） に対する 考え方を たずねたと こ ろ、 男女と も に≪賛成する （ 合

計） ≫が５ 割を 超えており 、 女性は55. 0％、 男性が51. 6％と なっ ていま す。      （ 図13）  

強く 存在する と 思う 男性特有の負担感や生き づら さ を 聞いたと こ ろ 、 男女と も に「 家族を 養

う 経済力を 求めら れる 」 が最も 高く なっ ていま す。         （ 図14）  
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５   男女間における 暴力について 

 

 

 

 

 

 

 

＜図15＞ 配偶者等から の暴力の被害経験（ 性別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※配偶者がいる 方、 ま たは過去に配偶者がいた方のみで集計し ていま す。  

＜図16＞ 配偶者等から の暴力の被害経験（ 性別・ 行為別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※配偶者がいる 方、 ま たは過去に配偶者がいた方のみで集計し ていま す。  

選択肢 行為の内容 

身体的暴行 なぐ っ たり 、 けっ たり 、 物を 投げつけたり 、 突き 飛ばし たり する など の身体に対する 暴行 

心理的攻撃 

人格を 否定する よ う な暴言、 交友関係や行き 先、 電話・ メ ールな ど を 細かく 監視し たり 、  

長期間無視する など の精神的な嫌がら せ、 ある いは、 自分も し く は自分の家族に危害が 

加えら れる のではないかと 恐怖を 感じ さ せる よ う な脅迫 

性的強要 
いやがっ て いる のに、 性的な 行為を 強要する 、 見たく ないのに性的な 映像等を 見せる 、  

避妊に協力し ないなど  

経済的圧迫 生活費を 渡さ ない、 貯金を 勝手に使う 、 外で働く こ と を 妨害する など  

配偶者等から の暴力の被害経験についてたずねたと こ ろ 、 ≪経験がある （ 合計） ≫（「 何ら

かの行為が何度も あっ た」 と 「 何ら かの行為が１ 、 ２ 度あっ た」 の合計） は全体では２ 割台前

半、 女性では26. 1％で約４ 人に１ 人が被害経験があり ま す。            （ 図15）  

ま た、 被害経験のう ち、【 心理的攻撃】 が男女と も に最も 高く なっ ていま す。    （ 図16）  

被害経験のある 人のう ち、 女性の約２ 割（ 19. 4％） が相手の行為によ り 命の危険を 感じ たこ

と があり ま す。                                                             （ 図17）  
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＜図17＞ 配偶者等から の暴力によ り 命の危険を感じ たこ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図18＞ こ ど も の目撃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図19＞ こ ど も の被害経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相手の行為を受けた際に、 こ ど も がその様子を 目撃し たかど う かを たずねたと こ ろ 、 ２ 割

台後半のこ ど も が暴力を 「 目撃し ていた」 と し ていま す。        （ 図18）  

ま た、 こ ど も の被害経験を たずねたと こ ろ 「 何ら かの被害経験があっ た（ 合計）」 は、 女性

（ 35. 9％） で３ 割台半ば、 男性（ 28. 6％） で３ 割弱と なっ ていま す。      （ 図19）  
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＜図20＞ 暴力に関する 相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図21＞ 交際相手から の暴力の被害経験（ 性別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相手から 受けた行為について、 女性は「 相談し た」 が５ 割弱で最も 高く 、 男性は「 相談し よ

う と は思わなかっ た」 が７ 割弱で最も 高く なっ ていま す。          （ 図20）  

交際相手から 、 何ら かの被害経験を 受けたかを 聞いたと こ ろ、《 経験がある （ 合計）》 は

14. 3％と なっていま す。  

性別でみる と 、《 経験がある （ 合計）》 は女性18. 4％、 男性8. 5％と 、 女性が男性を9. 9ポイ

ン ト 上回っ ていま す。           （ 図21）   
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６   男女共同参画を 推進する ための取組について 

 

 

 

 

＜図22＞ 男女共同参画社会実現のために必要なこ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※こ の設問は、 複数回答さ れた方を 回答の母数から 除外し て集計し ていま す。  

 

７   困難な問題を 抱える 女性への支援について 

 

 

 

 

＜図23＞ こ れま でに抱えたこ と のある 悩み 

 

 

 

 

 

  

「 男性も 女性も お互いを パート ナーと し て理解し 、 協力する こ と 」 は、 男女と も に２ 割台半

ばが必要だと し ていま す。            （ 図22）  

こ れま でに抱えたこ と のある 悩みについては「 家族の障害や疾病」 が１ 割強で最も 高く なっ

ていま す。              （ 図23）  
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＜図24＞ 悩みの相談相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図25＞ 女性が困難な状態から 回復する ために必要なこ と  

 

 

 

悩みの相談相手については「 家族」 が４ 割台半ばで最も 高く なっ ていま す。  （ 図24）  

「 安心でき る 居場所」 は、 女性で６ 割台半ば、 男性で約６ 割が必要だと し ていま す。  

（ 図25）  



 

 

  


